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1．はじめに 
 
 一般的に“照明”と一言で言っても、生活の中で見る事ができる「インテリア照明」や、
街中で見る事ができる「店舗照明」、「ライトアップ」、「イルミネーション照明」まで、実に
多岐にわたっている。さらに、一般的には特殊な“照明”であり、普段は接する事がない
「舞台照明」「テレビ照明」「映画照明」等も存在する。 
こうした照明はただ場を明るくすればよいというものではなく、背景や場面に合わせて
操作する必要がある。つまり、どんなに素晴らしい設備を備えた劇場でも、建てっ放しで
は何の意味もない。照明や音響をはじめとする設備を使いこなせる人材がいなければ、例
え役者がいたとしても演劇にはなり得ないからである。 
しかし筆者が照明コースの主任講師を担当する兵庫県立ピッコロ舞台技術学校でも、音
響好きが高じて音響機器(ミキサー等)を自宅に揃える生徒はいても、照明が好きで自宅に
スポットライトや調光操作卓を設えているという生徒はいない。第一には、音響に比べて
照明設備をそろえるためには格段にコストがかかるという問題もあるが、それほどまでに、
一般人は照明に対して注目していないという現れでもあるだろう。特に照明の知識を持た
ない多くの人にとって、照明はそこにあって当たり前のものであり、「ついているな」「綺
麗だな」程度の認識しかない。ともすれば「ついていればいいもの」という感覚くらいしか
抱かれていないかもしれない。 
しかし、演出やディスプレイを行う側の人間にとっては、照明をぞんざいにするその感
覚は危うい。なぜならば、演目やディスプレイとして見せたい被写体を生かすも殺すも、
実は照明次第だからである。 
演目にしろ、ディスプレイにしろ、主役はあくまで役者や製品(被写体)であり、光では
ない。だがその被写体の魅力を最大限まで引き出すのが、照明の担っている役割である。 
本稿では、色および照明に関する基礎的な知識と、表現のためにはどういった光を当て
れば良いかという技術的な部分をおさえながら、ディスプレイにおける照明の必要性、ま
た「魅せる」というのはどういうことかを「舞台照明」をベースに考えた上で考察したい。 
 
2．舞台照明とは 
 舞台、テレビ(ドラマを含む)、映画照明など、シーンによって光を作ることは全て演出
本での「丁」）あたりの原稿料は四百文ほどしか入ってこないという。二両を八千文とする
と、いささか計算が合わず、また『江戸繁昌記』は平均四十頁余りであるが、いずれにし
ても『江戸繁昌記』よりも、かなり少ないことに変わりはない。 
そして結局、二両では安すぎると嘆いていたところへ、「余、此の記を作り、藁、僅かに
一二紙を脱する時、浪華の蘭蕙堂主人、偶ま来つて之を読み、上文筆乾くの歎有るに至つ
て」、『都繁昌記』を頼んできた書肆某とは別の大坂の本屋が来た。こちらは実名が書かれ
ている。「奮然として腕を扼して曰く、「我之を潤さん、我之を潤さん」と」、私が棕隠の『都
繁昌記』これを潤してあげましょう。「乃ち佩嚢を探り、其の有る所をつくし、金五両を抛
ち、全藁を買ふことを約す」、別の本屋が五両出すと言ったため、そちらに売ったというこ
とである。ある程度の潤色も加わっているかもしれないが、当時の文人の生活状況をうか
がうことの出来る貴重な情報である。 
 
６.最後に 
 
文人たちの収入以外にも、『都繁昌記』や『江戸繁昌記』には、様々な物の値段が出てく
る。『都繁昌記』に書かれているもので、京都で乞食仲間、つまり物乞いをする人の仲間に
入るための金額についても書かれている。三千文から四千文くらいで十万円近く取られた
ということである。また、京都で歌舞伎の桟敷を借りるのが約一両で、人気の演目では二
両に値上がりすることもあったという。『江戸繁昌記』では、現在でいうと宝くじにあたる
富くじについても書かれている。富くじは一枚が四分の一両と高額のため、庶民は何人か
でお金を出し合って買った。また、易者が占いをみるのが、二十四文であった。髪結いは
三十二文くらいで、焼き芋は一本四文から十文で売っていた。風呂屋、銭湯が八文から十
二文、手ぬぐいを銭湯で買うと結構高く、六十八文から百文であった。 
一方で、贅沢品では、江戸時代後期に流行した観葉植物の「万年青（おもと）」が一鉢約十
両であった。万年青を交配して育てた珍種を大名に売る時は三百両くらいになったものもあっ
たという。現在の約三千万円にあたる。現代とは異なる社会状況において、貨幣価値の感覚
を理解するのは難しいことであるが、棕隠や静軒の原稿料収入と比較しながら、当時の物の
値段を見ることで、幕末期の文人たちの切実な暮らしの一端が浮かび上がってくるのである。 
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照明と呼ばれている。このため、演出照明という言葉は、最も広範囲にわたるといえる。 
本章では演出照明のひとつとして舞台照明にスポットを当て、その定義と要素について
述べる。 
 
2.1 舞台照明の定義 
 光には、実用的な側面と効果を表す側面がある。実用的な面で言えば、物を明るく見せ
るということであり、学校などでは教室ごとに必要な明るさ、すなわち照度基準が文科省
によって定められている。また、飲食店や商店、オフィスなどの照明の照度も、JIS 基準で
細かく決められている。そのために明るさ(照度)を表す単位 Lx(ルクス)があることは、周
知のとおりである。 
しかし、光はまた効果を表す側面も持ち合わせている。演劇やコンサート等で、場面や
曲に合わせた色付きの光が舞台を染め上げるところを見たことのある人は多いだろう。全
体の構成や演出に沿って、光は実に効果的に、舞台に延いては観客の心理に影響を与える。 
しかし舞台にある照明とはいえ、作業灯には何の表現もない。これは作業灯があくまで
も一般的な照明であり、それによる演出的な効果をもたらすことはないからである。実際
の舞台では、さまざまな照明が催物を彩り、時間や天候を操り、非日常的な光が心理的情
景の世界を描写する。つまりこうした光の効果こそが、舞台照明なのである。 
大切なのは、上演される演目をよく理解しなければ、本当の光の絵にはならないという
ことである。作業灯の例にみられるように、単に光を出すだけでは決して舞台照明にはな
り得ない。催事に「よく溶け込んだ光の効果」を与えてこそ、舞台照明と呼ばれるものにな
るのである。もちろんこれは簡単には実行できるものではなく、光の性質と意味を知り、
演出意図に沿って、「何を魅せるか」を常に考え意識する必要がある。 
次節では、表現をつけるために必要な舞台照明の要素について紹介する。 
 
2.2 舞台照明の要素 
 光の効果を考えたとき、心がけなければならないのが、①視覚、②写実、③審美、④表現
の 4点である。以下に詳細を記す。 
 
① 視覚 
舞台照明の第一の目的は、観客に舞台を見せることである。どんなに素晴らしい演劇で
も光がなければただの暗闇であり、セットも演技も役者の表情も見ることはできない。
一定のシーンだけを暗転させるなら効果としてはあり得るが、常に暗闇のままでは演劇
の意味が全くなくなってしまう。 
視覚を満たすためには、「光の量」に加え「光の質」が必要となる。しかし光の量とは
いっても、あくまでも演出の一つであるため、先に述べたような建物の照度基準を設け
ることはできない。従って、演出の要求する明るさを求めることが重要な点である。ま
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た、光の質についても、演出の要求する光の色や角度・調光等を工夫し、明白な演出意
図のもと、演出の総意を正しく見せることが必要である。 
 
② 写実 
「現実らしく」見せることが本来の意味であるが、求められるのはあくまで上演される
演目に必要な範囲内の写実である(自然界の光をそのまま舞台へ持ち込むことは不可能
である)。 
舞台照明が写実的に表現できるものとしては、「時(四季の変化や朝昼夜など一日の経
過)」「天候(月・星・雨・雪・雷等)」「その他・物の描写(揺らめく炎や花、その他の情
景)」が挙げられるが、これらは厳密には自然光に即している必要はない。また人間の
抱くイメージにも密接に結びついており、例えば暗くするだけでなく、濃い青みがかっ
た光にすることで夜の雰囲気を表現する手法などはよく使われている。 
 
③ 審美 
①と②を満たしたうえで必要となるのが審美、つまり舞台をより美しく見せるための光
である。よく言われてきた言葉として「照明家になりたければ、まず絵心を持て」とい
うものがある。これらの美的効果には、舞台照明のプランナーやオペレーターの審美眼
によるところがあり、彼らの芸術的才能や教養等が問われるためである。綺麗なものの
ほうがいいが、綺麗を表すためにはさまざまな選択肢がある。そのために、常日頃から
美に対して鋭い感覚を持つ必要がある。 
舞台は、ただ光で色を当てればよいというものではない。舞台に与える光はできるだけ
「白」を用いることが重要であり、それだけで解決できない場合にやむを得ず、色を使
うということをまず理解する必要がある。なぜならば白はあらゆる色を含んでいる、す
なわち一番色のある光だからである。こうした理論も教養のひとつとして理解したうえ
で、審美眼を磨く必要がある。なお白が最も色を持つという理由については後述する。 
 
④ 表現 
上記①～③は照明における感覚的な要素だが、時に照明は色彩感情(色によって見る人
が連想しやすい感情)によって演出の心理的方面も表現し得る。これを光の持つ表現作
用といい、舞台照明の要素の中でも最も重要視すべき作用である。明るさ・色彩の違い
による表現だけでなく、フェードイン・フェードアウトといった調光操作もまた、観客
に様々な感情を引き起こさせることができるからである。なお色彩感情は国によって異
なり、以下に示したのは日本人の色彩感情の一例である。 
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図 1 日本人の色彩感情（筆者作成） 
 
3．色の基礎知識  
 
光は電磁波の一種である。電磁波の中で、ヒトの目に見える範囲を可視光線といい、そ
の領域はとても狭い。しかしこの範囲内で受け取れる波長を、色として人は受容し、処理
している。本章では、この光と色に関して基礎的な知識をまとめ、昨今の照明に必要な要
素について述べる。 
 
3.1 光源色と物体色 
 色とは、光源から出た光が物体に反射し、それを目やカメラなどの受容器が受け取るこ
とによって引き起こされる感覚である。色には光源色と物体色がある。 
 
光源色：光源が自ら発光するときに出す色 
 （水銀灯のシアン、ナトリウムランプの橙色など） 
物体色：物体が他から受けた光の中から、ある色の波長だけを反射した結果見える色 
 
例えばリンゴが赤く見えるのは、リンゴが光の中から赤以外の波長の色(青や緑など)を
吸収し、赤色の波長のみを反射した結果である。白い紙などは、すべての波長の光を反射
するために元の光に等しい色のバランスを保ち、一方で黒色は、すべての波長の光を吸収
するために黒く感じるのである。 
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ここで大切なのは、あくまでもリンゴや白紙自体が発光しているわけではないという点
である。従って、もし、ナトリウムランプや水銀灯など赤色の波長の少ない光源でリンゴ
を見ると、反射するべき赤色の波長が少ないためにリンゴは黒ずんで見える(他の波長の光
は吸収されてしまうため)。このように、実は光源自体の色が、物体の見え方に大きく影響
を及ぼしており、「色は光の中にあって、物体にはない」といえる。 
 
3.2 色温度 
 では、光源の持つ色とは何か。それを考えるために必要となる概念が色温度である。 
固体を熱して温度を上げていくと、その物体は暗赤色に発光しはじめる。さらに温度を
上げると、赤色・黄色を経て、白色、果ては青白色に発光する。温度が高くなるほど発光す
る色は青白くなっていくが、この可視光線の範囲内での光色の状態を「色温度」といい、数
値で表すことができる。また、色温度を表す単位を K(ケルビン)という。 
色温度が低いものの代表として、ロウソクの光が挙げられる。それよりも色温度の低い
ものは赤外線となり、ヒトの目ではとらえきれなくなる。逆に、太陽光は色温度が高いた
めに青白く見えるが、10,000K を超えたところで紫外線となり見えなくなる。一般的な光源
の持つ色温度は、次の通りである。 
 
ロウソクの光：2,000K 
白熱灯：約 2,800～3,000K 
水銀灯・蛍光灯：4,500K 
快晴の屋外：5,500K 
曇天：6,500K 
晴天の日陰：8,000K 
 
このうち、曇天のほうが快晴よりも色温度が高いのは、雲にさえぎられることにより、
光が反射してエネルギー量(色温度)が上がるためである。また晴天の日陰は青みがかって
いるため、他の光源と比べて色温度は比較的高い。 
このように「白い光」に見えるものでも、光源により含まれる波長が異なる。この差を表
すものが色温度であり、同じ赤色の物体でも、どの色温度の光源のもとで見るかによって
発色のしかた(反射すべき赤色の波長がその光源にどのくらい含まれるか)は変わるため、
光源の色温度は光の効果において最も注意すべき要素のひとつである。 
人の肌も、白熱灯などといった色温度の低い照明で見ると橙色の色味が強く、適正光
(6,500K の太陽光)のもとでは最もナチュラルに見える。逆に色温度が上昇すると青みがか
っていくため、8,000K を超えると強すぎる青によって色が濁ってしまう。 
典型的な基本として、リンゴなど赤っぽいものを強調したい際は色温度が低い光源を使
うのがベストである。この色温度の光源は反射する赤色の波長がたくさん含まれるために
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赤みが強調され、赤の発色が非常にきれいに出るためである。逆に 8,000K、つまり青っぽ
い色温度の光源下で見たリンゴは色が濁るばかりかピンクのようににじんだ色合いになっ
てしまうため、とてもおいしそうにはみえなくなる。 
このように、色温度は物体の見え方に影響を及ぼす。「明るければいい」という考えだけ
では、せっかくのものが台無しになってしまう。被写体の色を生かすためにも、ディスプ
レイで最も重要なものは光源の色温度であるといえる。 
せっかくこだわりぬいた被写体の色が生きるも死ぬも光源次第である。物の色を活かす
ためには、どういう光源が最適かを考えることは必要不可欠なのである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 色の三原色と光の三原色（筆者作成） 
 
3.3 光と色材の三原色 
さて前節で、白は全ての色を含む光であると述べたが、ここで光と色材の性質について
述べておく。 
小学生の頃、水彩絵の具を混ぜた経験をお持ちの方はいるだろう。また、たくさんの色
を混ぜていくうちに、黒っぽく濁った色になった記憶もあるかもしれない。このように絵
の具などの色材の場合、混色結果は元の色より暗くなるという性質を持つ。しかし光は、
色を混ぜるうちに白くなる。これは物体色(絵の具)と光源色(光そのものの色)の性質の違
いによるものである。色材の場合、混ぜることで吸収される光の量が増え、反射される光
の波長が少なくなるため、全ての波長を吸収する色＝黒に近くなる。しかし光では、色を
加えることで光の波長が広がっていくため、全てのスペクトルがそろった色、つまり太陽
光に近い白に近づくのである。これを加法混色といい、色材の減法混色とは異なる性質の
ものである。 
なお、他の色からは作り出せない、すべての色味の基本となる色のことを三原色という
が、色材の三原色は C（シアン：水色）、M（マゼンタ：赤紫）、Y（イエロー）であり、光の
三原色は R（赤）、G（緑）、B（青紫）である。これらは相互に関係しており、光の R（赤）
＋G（緑）＝Y（イエロー）、G（緑）＋B（青）＝C（シアン）、B（青）＋R（赤）＝M（マゼン
タ）となり、また色材においては C（シアン）＋M（マゼンタ）＝B（青）、M（マゼンタ）＋
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Y（イエロー）＝R（赤）、Y（イエロー）＋C（シアン）＝G（緑）となる。 
光・色材ともにこの三原色があれば、理論上は全ての色味を再現できるといえる。 
 
3.4 演色性 
昨今注目されてきた光の要素に、演色性がある。 
同じ白でも色温度が異なれば色味が変わることはすでに述べた通りだが、もうひとつ、
重要な要素として演色性が挙げられる。一般に、物体の色はすべての波長の光を含む太陽
光線によってあらわされるが、人工光源では分光分布が太陽光線とは異なるため、太陽の
下で見る物体色と比べると多少違って見える。演色性の良い光源とは、太陽光線にいかに
似ているかということである。すなわち太陽光線に近い、すべての波長の光が含まれてい
る白が、理想の光源であるといえる。 
特に近年演色性が注目されるようになった理由のひとつに、LED すなわち発光ダイオー
ドを使用した照明が広まったことがある。 
安価な LED の中には、すべてが青白く、肌などはいっそ不健康なほどに血色が悪く見え
るものがある（水銀灯の下に被写体を置いた場合にも似た現象が起こることは、経験され
た方も多いだろう）。実はこうした LED には、コストを抑えるため青色 LED に黄色い塗料を
かぶせて擬似的に白を作り出しているものが存在するためである。光源色自体の見た目は
変わらないが、光源の下に被写体を置いたとき、その違いは明確に判明する。これは、そう
して作られた LED には青と黄色の波長しか含まれないため、RGB 全てがそろっている理想
的な光源の下で見た場合に比べて反射するべき波長が少ないことにある。 
こうした光源における色味の再現性を客観的に判断するために作られた尺度が、演色性
である。これは Ra(Average Color Rendering Index)という単位を用い、理想的な白光であ
る太陽光を Ra＝100 とした上で、どの程度色が再現できるかを示したものである。近年で
は、LED でも最高品質のものは Ra＝90 以上まで演色性が上がってきているが、低いものは
依然 Ra＝60～70 程度であり、このレベルの光源の下では肌の色などは血色が悪く、とても
綺麗には見えない。白は白でも RGB がまんべんなく含まれる光でなければ、本来の物体の
色は再現できないのである。逆に全ての色が混ざっている色ならば、理論上はどんな色で
も再現できるといえる。 
実際、同じ色温度(5,500K)で、演色性だけが異なる光源下に置いた被写体(トマト)を比
較すると、青色 LED に黄色い塗料をかぶせて作った擬似的白色 LED では、赤い波長の光が
含まれないため、本来反射するはずの色がないトマトは色を吸収するばかりとなり、灰色
っぽくなってしまう。しかし RGB 全てが含まれる Ra の値が高い光源下では、鮮やかな赤色
となった。 
物を見せるときは色温度が重要であるのはもちろんだが、いずれ訪れるであろう LED 照
明の時代に合わせて、これからは演色性もまた気を付けなければならない要素になるだろ
う。なお、以上を踏まえた理想的な照明は、演色性 Ra が 100 に近く、かつ色温度を少しだ
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け下げて 2,700K 程度にしたもの(少し赤っぽいもの)であるといえる。この光源下では、野
菜・衣装・陶芸・人物の肌すべて一番綺麗に見えることがわかっている。なおこれは白熱灯
の電球を光源とした場合に最も近いものである。 
なお水銀灯は明るく、色温度は高いが演色性が低いため、物を見せる演出光には向いて
いない。水銀灯に向いているのは、演色性は必要とされないが光量が必要とされるような
実用的な場所、例えば体育館のようなところである。逆に白熱灯の熱量(水銀灯の 3～4倍)
では、体育館などでは熱がこもりすぎるため、使用に向かない。いずれにせよどの光源に
も一長一短はあり、どちらが重要だということはない。大切なのは、適材適所の照明を使
用することであるといえる。 
余談だが、演色性の高い LED(RGB 全ての波長を含む LED)を作るためにはコストがかかる
とはいえ、今話題となっている青色発光ダイオードが発明されるまで、長らく LED は赤と
緑しかない状態であった。この時はせいぜい黄色（R＋G）までしか作れず、LED の色は全て
これら止まりであったが、青色ができたおかげで白が再現できるようになり、LED での表現
の幅は驚くほど広がった。従って、青色発光ダイオードの発明はノーベル賞に値するもの
であるといえる。 
 
4．舞台照明の基礎知識 
 
通常、舞台設備と呼ばれるものには、音響、美術、各種幕や緞帳、舞台装置など、様々な
要素が含まれる。中でも照明は、役者の表情や演技、セットなどの舞台美術を「見せる」た
めに、舞台を構成する要素として欠かせないものである。 
さて、舞台で使用される照明器具には様々な種類や形のものがある。これらを分類する
ため、本章では(1)放射される光線、(2)設置場所、という二つの観点から、主な舞台照明装
置を紹介したい。 
 
4.1 舞台照明の種類（1)光線による分類 
 照明器具は、放射される光線によってフラッドライトとスポットライトに大別できる。
この二種の差は、レンズが組み込まれているか否かである。レンズの集光効果により、あ
る一点だけを照らすことができるようになるのである(スポットライト)。レンズのないも
のは光が拡散し、面になって広がるため、舞台を均一に照らす効果をもたらす(フラッドラ
イト)。 
縦横無尽に「光を動かす」ことのできる照明(ムービングライト)は、同時にカラーを変
化させたり光のパターン(投影)を映し出す事もでき、光を当てた「もの」を見せるだけで
なく、「光そのもの」を見せることもまた、役割となりつつある。 
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① フラッドライト 
舞台照明におけるフラッドライトは、広い範囲を照査するために設計された連続灯具を
指す。光の投稿範囲が広いもので、ムラなく均等な光を出すことができる。 
代表的な例として、ボーダーライト、アッパーホリゾントライト、ロアーホリゾントラ
イト、フットライト、蛍光灯フラッドライトなどがこれにあたる。このうち、蛍光灯フ
ラッドライトはテレビ用の照明で、ニューススタジオや中継によく使用されるものであ
るが、最近は同様のＬＥＤ器具が台頭しつつある。他に客席照明や作業灯もいわばこの
類である。 
 
② スポットライト 
スポットライトは集光機能を備えた照明器具で、機構にレンズを組み込むことでその目
的をなしているものが多い。光の投稿範囲はフラッドライトより狭く、必要な部分を局
部的に照らし出すことが求められる。サスペンションライト、ステージサイドスポット、
シーリングスポット、フロントサイドスポット、センターピンスポットなどで使われる。
光源もしくはレンズの移動により投稿範囲が調整できる、フォーカス機能を備えている
ものが一般的である。 
なおスポットライトはその機構により、下記の 5つに分けられる。 
 
・フレネルレンズスポットライト 
フレネルレンズ(通常のレンズを同心円状の領域に分割し、厚みを減らしたレンズ。
のこぎり状の断面を持つ)を組み込んだスポットライト。別名ソフトエッジスポット
ライトとも呼ばれ、レンズの特性により比較的柔らかな投稿面とエッジ(輪郭)を出せ
ることが特徴。サスペンションに多く用いられ、複数使用することで舞台面だけをム
ラなく照射する場合(地明かり)に使われる。 
なおフレネルレンズは、フランスの物理学者オーギュスタン・ジャン・フレネルがも
とは灯台用に発明したものである。 
 
・平凸レンズスポットライト 
平凸レンズ(虫眼鏡等に使われるものと同様のレンズ)を組み込んだスポットライト。
フレネルレンズスポットに比べ、比較的はっきりしたエッジ(輪郭)が得られる。以前
は問題だった中落ち(中心部が暗くなる現象)も、近年平凸レンズの非球面処理化等に
伴い改善されつつある。フロントサイドスポット、シーリングスポット等、フレネル
レンズスポットよりも距離があり、できる限りハレーションなどを出さない必要性の
ある場合に使われる。 
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・プロフィルスポットライト(プロファイルスポットライト) 
複数の平凸レンズを組み合わせたスポットライト。エッジ(輪郭)のはっきりした投光
面が得られるのが特徴である。中でも大きく「ピンスポットライト」と「エリスポイ
ダルスポット(カッタースポット)」に二分される。 
ピンスポットライトは出演者のフォローに使われるもので、1台ずつ人間が操作を行
う。主にセンターピンスポット投光室に設置されるが、稀にシーリング投光室やフロ
ントサイド投光室に据えられることもある。一方エリスポイダルスポット(通称エリ
スポ)は、組み込まれた 4 枚のカッターにより自由に被照面の輪郭の形が変えられる
という機能を持つ。またパターンホルダーの挿入部もあり、パターンごとの図形を投
射することも可能である。 
製品としては米国 ETC 社の Source Four、国内製では丸茂電機のリクリ-2(「光彩陸
離(こうさいりくり)」が語源)などがある。また大型のものにベルギー製のニートハ
マーがあり、ヨーロッパのオペラハウスではほとんどこれが占めるが、日本で大規模
にこれを採り入れているのは東京新国立劇場の大ホールくらいである。 
 
・エフェクトスポットライト 
ホリゾントや舞台床面に、雪・雲・雨といった天候や幾何学模様など様々なパターン
を投影することができる照明器具。ランプ部、マシン部、レンズ部で構成され、エフ
ェクトマシンを入れ替えることにより投影パターンの変更が可能。また、レンズ交換
により投影面積を変えるといったこともでき、非常にシステム化された照明器具であ
る。モーター駆動でパターンを動かすことができるものもある。 
 
・レンズレススポットライト 
光源と反射鏡で構成されたスポットライトのこと。ライブやコンサート等では不可欠
となった、光のビームを見せるためのもので、シールドビームランプ（レンズと一体
になった照明）を用いた「パー(PAR)ライト」と、ランプを包み込むような形状をした
ミラーと遮光部を組み合わせた「ビームスポット」がある。 
なおパーライトは PAR：Parabolic Aluminized Reflector から来ており、フォーカス
の調節は出来ないが、シールドビームの種類を変えることで光の拡散量を変えること
が出来る。ミディアム（M）>ナロー（N）>ベリーナロー（VN）の順で絞られていくた
め、希望する効果によってシールドビームを選ぶ必要がある。例えばライブに不可欠
な光のビームを出す時は、Mよりも VNが望ましいと言える。 
 
③ ムービングライト 
定義としては、光源に制御 CPU を内蔵したスポットライトで、1)パン・ティルト(動作
制御)機能、2)調光機能、3)カラーチェンジ機能、4)エフェクト機能を備え、演出照明
－ 114 － － 115 －
器具として操作卓で遠隔操作することを前提として製造された照明器具を指す。 
80 年代前半にコンサートシーンを大きく塗り替えて以来、昨今のコンサートツアーに
欠かせないものとなった照明であり、この出現により「光そのもの」を見せることが容
易になり、光自体を演出表現の一部とすることができるようになった。 
なお、一時期に比べて中国製の製品などは安価にはなったものの、ムービングライトは
まだコストがかかる分野である。信頼性を取るならばデンマーク製のマーチン(Martin 
Professional A/S)やアメリカ製のハイエンド(Highend systems)[Barco 傘下]などは信
頼のおける機器といえるが、高額になる事は覚悟しなければならない。いずれにせよコ
ストか信頼性かのバランスは催物によって異なり、一概には判断できない。 
 
4.2 舞台照明の種類 (２)設置場所による分類 
 目的に応じた効果を持つ光を作るため、照明は舞台・客席の決められた場所に設置され
る。ここでは舞台上部、舞台下部(床上)、幕前の明かりに分けて、設置場所ごとに照明の概
要および特徴を紹介する。なお、名称に併記した（ ）内は各照明の略称である。 
 
① 舞台上部の明かり 
舞台上部に設置される照明には、下記のようなものがある。これらはプロセニアム(舞
台と客席の境界)よりも舞台側の天井から、吊物機構に吊り下げて使用される。 
 
・ボーダーライト（B） 
舞台全体を上部から均等に照らす照明器具。光の性質としてはフラッドライトの類に
当たり、演技面や背景を均等に照明する。通常は舞台の奥行きの長さに従って列数を
増やし、第 2や第 3のボーダーライトが設置されることもある。 
ただし、ボーダーライトだけでは演技者面や物の鉛直面照度が不足し、鼻や顎の影が
目立つ場合があるため、フットライト等で下部からの光量を補う必要がある。 
大抵のホールに 1～2 列は据えられているが、特にこれが多く設置されているのは大
阪の国立文楽劇場や松竹座、京都の南座など、セット自体をまんべんなく見せる必要
のある、古典的な和物の演目を行っている劇場である。 
 
・サスペンションライト（SUS） 
演技スペースに光(スポットライト)を照射するための器具であり、別名アクティング
エリアライトとも呼ばれる。通常、電源コンセント設備が組み込まれた吊物バトン(サ
スバトン)に、催物に合わせた照明器具を仕込んで使用する。ちなみに、このコンセ
ント設備のことをフライダクトという。 
トップライトとして人物の真上から照射し、観客の視線を集中させるといったスポッ
トを作ることもできる(ただし、角度によっては演技者の表情は見えなくなるため、
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使いどころはよく考える必要がある)。 
いわゆる「見せる明かり」、すなわち光のビームを見せる照明を演出する場合は、舞
台後部のサスバトンに仕込み、バックライトとして用いられることが多い(光線を見
せる明かりは観客と光源が相対するほうが効果的であるため)。 
上部からのみの光源の場合、照射された演技者や物は立体的に表現されるため、舞台
空間の中にひとつの点(ポイント)を作ることができる。また使用方法により、ベース
ライト・キーライト・タッチライトと大きく三つに分けられるが、いずれにせよ開演
中は照射位置の修正が効かないという問題もある。 
なお、ボーダーライトとサスペンションライトの機能を有し、照明器具の調節のため
人間も乗り込むことが可能な大規模な機構をフライブリッジ（FB）という。多くのホ
ールがサスペンションライトになっているが、微妙な調整に対応できるよう、頻繁に
使う部分(舞台前部)だけでも本来はフライブリッジにすることが望ましい。 
 
・アッパーホリゾントライト（UH） 
舞台後方にあるホリゾント幕を上部から照らす多灯照明器具のこと。他の照明による
反射光により、ホリゾント幕に投影される影を消すとともに、背景を作り出す効果も
併せ持つ。そのため、ホリゾント幕に均等に照射することが求められ、後述するロア
ーホリゾントライトと同容量もしくはそれより大容量の灯具を用いる。 
アッパーホリゾントライトでは特に、空・海・川などの背景を 3～6 色のカラーフィ
ルターの組み合わせで表現するが、LH に比べ色の濃いカラーフィルターを用いるこ
とが多く、ダークブルー(#71)、ブルー(#72)、ブルーグリーン(#63)、レッド(#22)の
4 色が採用されることが一般的である。 
余談だが、アッパーホリゾントライトは英語とドイツ語を組み合わせた和製外国語で
あり、英語では「サイクロラマ(cyclorama)」と呼ばれる。 
 
この他、トーメンタルスポット（TOR）やポータルスポット（POR）、タワースポット（TOW）、
ギャラリースポット（GAL）、音響反射板ライトなどがある。 
 
② 舞台下部（床上）の明かり 
舞台の床面に設置、または埋め込み、下方より照射する照明。演目によって、使用する
照明は変わる。 
 
・ロアーホリゾントライト（LH） 
ホリゾント幕を下部から照らすための照明器具で、アッパーホリゾントライトと同じ
くフラッドライトの多灯照明器具。単に幕を均等に照射するだけでなく、演出照明効
果を引き出すためにも重要な照明装置である。例えば地平線、水平線、山岳等におけ
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る日の出、日没、上空と山岳、あるいは空と水平線付近との光の変化を描き出す時に
その効果を発揮する。 
大まかにいえばホリゾント面の上部を照らすのが UH、下部を照らすのが LHであるが、
UH に比べて光が床に漏れることがあまりないため、舞台上の人物や物が美しいシル
エットとしてホリゾント幕に投影される。 
UH と同じく、3～4 色のカラーフィルターを用いて背景を表現するが、だいたい光の
三原色(に加え、三原色では再現しにくい黄色や薄い青色を入れることもある)を組み
合わせて様々な色を創り出すことが多い。ちなみに用いられるフィルターは、ブルー
(#72)、グリーン(#59)、レッド(#22)、イエロー(#40)の場合が多い。 
 
・フットライト（F）、花道フットライト（花 F） 
舞台最前部のへり(あるいは花道のへり)に設置される照明器具。演者を前方から照ら
し、自然界における地面からの反射光など、いわゆる面明かりを受け持つ。その性質
から、本来は他に据えられた主光源の影を調節する補助光源に用いられる。 
光量を底上げすることで、役者の顔だけでなく、特に美しく艶やかな衣装を見せる効
果があるため、文楽や日本舞踊、歌舞伎、能・狂言や、クラシックバレエ・レビュー
など、古典芸術では欠かせない光のひとつである。特に和物演目では前述のようにボ
ーダーライトを多数使用するため、強い明りで影になった部分を抑えるための補助光
源としての役割が大きい。 
なお使用しない場合は、舞台前面の床面に切り込んだ溝に格納されている(上に蓋が
被せられることもある)。 
 
・ステージサイドスポット（SS） 
舞台袖中に設置した照明のこと。大抵、スポットライト(光漏れの少ない平凸レンズ
スポットを使用することが多い)をスタンド類に取り付けて設置する。ためのもので、
他の照明と違い舞台床面に影を落とさない事ができる、舞台上の対象物のみがくっき
りと浮かび上がり、立体感を伴った独特な雰囲気を演出することができる。逆に、床
のラインを出すため、スポットライトをフロアーベースに取り付けることで低い位置
から照射する場合もある(コロガシと呼ばれる)。電源はフロアーコンセントより供給
される。 
 
③ 幕前の明かり 
これまで舞台側の照明を見てきたが、実は①、②のような舞台上部からの明かりだけで
は、役者の顔に陰ができてしまうという問題がある。これを解決するために用いられる
のが前明かりである。 
前明かりは、プロセニアムより客席側に設置され、舞台上の人物や舞台装置の前面から
－ 117 －
照射する光として、対象物を立体的に照らすための照明である。 
なお本来、照明は客席から見えてはならないものであるが、これら幕前の明かりに限っ
ては、構造上多くの劇場で照明を調整する部屋や照明器具そのものが露出してしまって
いる場合が多い(最初からこれらが客席に見えないように設計されているのは、プロセ
ニアム形式の劇場やホールのみである)。 
 
・シーリングスポットライト（CL） 
客席天井部に設置され、舞台に向かって前面から投光する照明。舞台の斜め上からの
照明となり、人物や大道具に立体感を伴った明るさを与える。通常シーリングスポッ
トの光は、サスペンションライトやフロントサイドスポット(後述)に比べ、やや平板
な均等照明に使用される。 
舞台まで距離があるため、投光角度はもちろん、各種幕へのハレーション漏れやそれ
らの影、また遮蔽物にも注意しなければならない。特にフットライトの背中部や、舞
台全部の蹴込み部分(舞台と客席との間の垂直面)に光がかからないようにするため
に、細心の注意が必要である。 
 
・フロントサイドスポットライト（FRS） 
客席前方の両サイド、つまり舞台の斜め前方に設置された照明で、光の方向がはっき
りしているのが特徴。舞台の前側面から投光して立体感を表したり、演技者の鉛直面
照度を上げたり(演技者を明るく照らす)するために使われる。基本的にはシーリング
スポットライトで飛んでしまった立体感を補うため、その補助として用いる。CL と同
じく、投光する角度には注意が必要である。特に UH や LH の効果を下げてしまうた
め、ホリゾント幕には光を当てないようにする必要がある。 
ただし、規模が小さい劇場には設置されていない事が多い。 
 
・センターピンスポットライト（CPS） 
客席の最後部(または第２～第３シーリング投光室など)に設置されたスポットライ
トのこと。主に演色性に優れ、光量の大きなキセノンピンスポットライトを使用する。
舞台上の演技者をフォローするための照明で、人間が直接操作して投光位置や強さを
調節するものである。調光設備とは独立しており、通常 1つのピンスポットライトに
対して一人のピンスポットオペレーターが操作することから、その操作の優劣は照明
の優劣を決定するといえる。操作者がリアルタイムに操作するため、コントロールし
やすいようスペースや窓の位置を慎重に検討する必要がある。 
一般的には、輪郭のはっきりとした円形の光で演技者を追うために使うが、日本舞踊
やバレエなどの時は輪郭をぼかしてソフトエッジで使用する場合もある。人物ごとに
追う必要があるため、2台以上備えているホールが多く、大きなところでは 4～6台設
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置しているところもある。 
 
この他、2階席以上の客席がある雛壇式ホールにおいて、上階の手すりに設置するバルコ
ニースポット（BAL）などがある。 
 
上記は演劇の場合の一例であり、この他コンサートなど催物の目的によって、バックラ
イトやサイドライト、トップライト、フットスポット、バックフットライトなど、求められ
る照明は様々に変化する。 
また通常は一種類の明かりで目的をなすことは少なく、全体を見せるためにボーダーラ
イトの補助光としてフットライトを使う、主役の上部からのサスペンションライト(トップ
サス)に合わせてサイドスポット（SS）で他の演者を浮かび上がらせる、というように、演
出に沿うよう様々な光を組み合わせて使っている。 
なお、ホールによってはこれらの照明がすべてそろっていない場合もあるので、演目お
よび演出による基本を押さえつつ、上演するホールの設備ではどのようにすれば最大限の
効果を得られるかを考えて計画する必要がある。 
 
5．ディスプレイ照明への応用 
 これまで舞台照明の基礎を通し、催物によって最適な照明を選ぶ必要があると述べてき
た。光源の選択は「ものを見せる」照明には不可欠なものであり、ディスプレイ照明におい
ても、被写体を生かすためには対象物によって光源を変えなければならないことは、光の
基礎知識の章で触れた。 
しかし小規模のディスプレイに用いるには、舞台照明はいささか規模が大きすぎるだろ
う。従って、この章ではもう少し実際的な照明であり、ディスプレイ照明にも応用しやす
いテレビ照明の基本をおさえ、より効果的に「ものを見せる」照明の実際のポイントにつ
いて述べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 テレビの基本照明（3灯照明）（筆者作成） 
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5.1 テレビにおける基本照明 
 もともとテレビ局などのスタジオはフラッドな照明により一定の光量が保たれているが、
人や物を撮影する場合はこれに加えてスポットライトも併用する。なお 1 名を撮影する場
合でも、テレビ照明は基本的に 3 灯以上使用する場合が多い。これを 3 灯照明といい、下
記の要素からなる。このうち被写体を「見せる」ために特に重要なのは、キーライト、フィ
ルライト、バックライトの 3灯である。 
 
・キーライト 
主光源、すなわちメインとなる照明。原則として顔の正面から 45 度、斜め上 45 度の位
置に設置する。いわゆるレンブラントライト光(※)と呼ばれるもので、はっきりした陰
影が出るのが特徴。特に鼻と顎の影がくっきりと見え、彫りが強調された印象的な画に
なる。左右どちら側から光を当てるかはその被写体によるが、一般的に下手からの光の
ほうが多く、落ち着くとされている。 
（※レンブラントライト：光の画家とうたわれたレンブラントが好んで描いた光） 
 
・フィルライト 
キーライトの影の部分を補う照明で、「おさえ」とも呼ぶ。基本的にはキーライトの反対
側からあてる(キーライトを正面右側に据えた場合、フィルライトは左側に据えるなど)。
ただし、キーライトの真反対(180 度向かい側)に据えると立体感が飛び平面になってし
まうため、あくまで鼻と顎の影は弱める程度の位置に設置する。なお、フィルライトは
パラフィン紙を被せるなどして面光源にすると良いといわれる。 
キーライトによってできた陰影を緩和し、キーライトが当たっていない側の明るさを底
上げする役割を持つ。屋外撮影では、太陽光をレフ版に反射させてフィルライトとする
場合もみられる。 
 
・バックライト 
被写体の輪郭をくっきりと浮かび上がらせ、背景と分離するための照明。人物の後方、
少し高め(50～60 度)の位置から当てる。これを当てることにより、髪の毛や肩の線がは
っきりし、立体感や質感が向上する。弱いバックライトは自然な雰囲気を演出するが、
強くなればなるほど劇的・演出的な効果になる。 
 
・ベースライト 
画面内に収まる部分を均一に照らす照明。フラッドライトを用いて照射する(蛍光灯フラ
ッドライト)。スタジオの場合、カメラで撮影した場合の画作りが基本となるため、一般
的な水平面照度ではなく鉛直面照度を重要視して設計される。 
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6．おわりに 
 
 物を美しく見せるためには、光を忘れてはならない。 
食べ物がおいしそうに見えることは特に重要である。ディスプレイだけでなく、空間演
出のひとつとして、インテリアや食器などすみずみまでこだわったとしても、照明で手を
抜けばすべてが台無しになってしまうことを、設営者は肝に銘じておかねばならない。 
例えば高級レストランに使用されているのがだいたい白熱灯で蛍光灯でないのは、皆さ
んも経験を通じてご存じのことだろう。料理のおいしさと見た目は切り離せない関係であ
る。青白い水銀灯の下ではいくらおいしいものを食べても、おいしさが半減することは想
像に難くない。このように、高級レストランでは視覚的にもおいしく見せようとするため
に、客席照明は白熱灯にこだわって設計されている場合が多い。 
ディスプレイの照明は、それ自身主役にはなり得ない。しかし、こだわりぬいた被写体
の色は「光」の中にしかないこともまた、これまで述べてきたとおりである。それにも拘ら
ず、ディスプレイに携わる者の中でも、このことをわかって仕事をしている人間は、まだ
少ないように思われる。 
第 5章ではディスプレイにも応用できる照明として、実際に使用されている演出照明(３
灯照明)も紹介したが、重要なのは被写体に適した光源の選択(色温度、演色性)であり、照
明の角度や位置はそれをクリアしたうえで意識するべき要素である。どれだけ最適な位置・
角度から光を当てたところで、色温度が最適でなかったり、演色性に乏しかったりする光
源では、被写体を「見せる」ことはできないからである。 
さて、本稿の冒頭で「照明に気づいている人がいない」と述べたが、究極の照明の目的は
「ついていると気づかせない」ことである。自然界では存在しないような光も、まるで自然
のものであるように違和感なく空間に溶け込ませる。これが演出であるが、そのためには
「何をどう魅せたいか」が重要になることは言うまでもない。 
近年、街並みのライトアップやプロジェクションマッピング等で光自体に注目されはじ
めている。確かに、照明を操る技術が以前に比べて容易になったためか、光そのものを魅
せることを目的とした催物も増えてきた。しかしあくまで、照明は「当てたものを見せる」
役割を担っていることに変わりはない。被写体を「見せる」ディスプレイから「魅せる」デ
ィスプレイへ。これを叶えるのもまた光であり、演出照明なのである。 
本稿を通じ、世間における演出照明の必要性に少しでも興味を抱いていただき、また効
果的なモノの見え方と見せ方を「ディスプレイ」に応用して、燦(きらめき)を放つ『空間演
出』に生かしていただけるならば幸いである。 
 
（2014 年 11 月 5 日、生活美学研究所本年度広告美学研究会の講演に基づく） 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 森 田 雅 子 
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